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20万分の1重力団シリｰズについて

広島俊男1)

1.はじめに

重力探査は地下資源や国土保全･防災等の地下構造調

査に幅ひろく適用されている.現時点において全国で30

万点以上の膨大た重力デｰタが蓄積され,その包括面積

は20万km2以上に達する.そこで,地質調査所は広域的

た地質構造を把握する基礎資料とするため,既存の重力

探査資料を収集し,統一的手法で重力補正処理を行い,

20万分の1重力図として出版する作業を進めている.こ

の概要について以下紹介する.

2.我が国における重力探査の経緯

りんごが樹上から落下するのを見てニュｰトンが万有

引力の法則を発見したのは有名た話である.地球上の物

体には,地球による引力と地球の自転による遠心カガミは

たらいている.この2つの力の合力を重力と言う.この

重力は単位質量に働くカすなわち加速度で表わされ,そ

の大きさは地表付近で約980㎝/sec2である.この加速

度の単位｡m/sec2をガル(ga1),その千分の1をミリガ

ル(mga1)と言う.

地表上で重力計によって正確に重力を測定してみると

その測定点に固有の値が得られる.この測定された重力

値に,(1)測定点付近の地形の凹凸による影響,(2)測定点

の標高の違い,(3)測定点の緯度の相違,(4)時々刻々変化

する月や太陽と測定点との位置の変化,および,(5腫力

計固有の経年変化などの補正を加えたものを,重力補正

法の基礎を築いたBouguerの名にちたんでブｰゲｰ異

常と呼び,これらの値を地形図上の測定個所に言己入して

等値線を描いたものをブｰゲｰ重力異常図と言う.ま

た,単に重力図と言う場合,このブｰゲｰ異常図をさす

ことが多い.

重力団カミ地下構造をよく反映することから,地下資源

探査の基礎調査としてしほしぱ重力探査が実施される.

戦後の経済復興の原動力としての地下資源の基礎調査

のため,昭和24年度に我が国に携帯可能たNorthAme-

riCan社製の重力計が導入された.地質調査所,帝国石

油株式会社,日本鉱業株式会社は,青森県から関東地方

に至る地域の平野部において,石油･石炭･天然ガスの

基礎調査として広域重力探査(測危煮が1km2に1点程度

の割合の重力探査)を実施した.

我カミ国の測地学的規模の地殻構造を把握するため東京

大学では昭和26年度から東北地方から関東地方に至る地

域の重力測定を実施した.

昭和27年度から国土地理院は全国の重力基準網の整備

を図るため一等水準点上における重力測定を開始した.

昭和32年度からは東北地方の日本海側沿岸海域で石油

の基礎調査のため,海底重力計による重力探査カミ石油資

源開発株式会社によって実施された.

昭和34年度からは長崎県の海域.陸域で石炭の基礎調

査として,地質調査所によって重力探査が実施された.

昭和41年度から全国の金属鉱床有望地域において金属

鉱業事業団による重力探査が開始された.さらに,この

事業とほぼ併行して,鉱山谷杜の各鉱区において,測定

点間隔がきわめて小さいいわゆる精密重力探査(測定点

が1km2に5点以上の割合)が小型軽量で,高精度たWor-

don社製,LacosteLonberg社製の重力計を用いて実

施されている.

このように,昭和24年度から昭和56年度までに測定さ

れた点数は全国で20万点以上どたり,その包括面積は15

万km易以上に達した.

昭和56年度から新エネルギｰ･産業技術総合開発機構

は上記の既存デｰタとあわ畦て重力デｰタの空白域にお

いて重力探査を実施し,全国規模の重力図の編集を行

い,その成果を｢100万分の1全国璽カ図｣として公表

している.

3.20万分の1重力団シリｰズの概要

東北地方から関東地方に至る地域は各種の地下資源の

有望地域であり積極的に重力探査が実施され,全国の他

の地域に比較して重力デｰタの蓄積の度合が高い.

そこで,地質調査所は昭和62年度から5カ年計画で,

東北地方から関東地方に至る地域を,第1図に示すよう
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第1図20万分の1重力図出版済及び出版予定地域の索引回･

｢青森｣のみ出版済(1989年)

隈｣･｢上信越｣の7つの地域にわけ,20万分の1の縮尺

の重力図の編集作業,および,測定デｰタの極めて少な

い北上,阿武隈地域において重力測定を実施している.

｢青森｣については昨年3月に出版され,｢秋田｣につい

ても今般出版の運びとたった.東北一関東以外の地域に

ついても,逐次編集を進めたいと考えている.

重力図の編集のため,地質調査所発行のr物理探査･

調査研究一覧｣に基づいて広域重力デｰタ,精密重力デ

ｰタ,海底重力デｰタを各調査機関の協力を得て収集L

た.これら収集デｰタを全て数値化し,統一的な重力補

正処理を行い,その結果を1mga1の等値線で図化して

いる.この際,重力図の精度は測定点の配置に大きく依

存するため,測定点の位置を○印で示した.また重力異

常の位置の目安として,海岸線や河川,湖沼及び山岳,

県庁.市町村役場の所在地の位置および名称などを記載

した.

1990年5月号

ム重力図による簡単な解析

この20万分の1重力図から地下構造の形状を直感的に

把握することができる.また,この重力図と市販のパｰ

ソナル･コンピュｰタを用いたプログラムによって簡単

た解析ができるのでその手順を以'下紹介する.

1)二次元構造解析

(A)20万分の1重力図上の着目する個所に解析線を引

き,適当た間隔のサンプリング点を切り,通し番号をつ

け,各サンプリング点のブｰゲｰ重力異常値を0.1mga1

の単位まで読み取り,緯度･経度も一緒に読み取る.

(B)緯度･経度に基づいて,国土地理院発行の5万分

の1地形図上から各サンプリング点の標高を読み取る.

(C)地下構造を上部層と下部層の二層構造とみたし,

それぞれの密度を仮定して密度差を与える.

(D)下部層の標高が既知な点(例えば,ボｰリングがな

された点で,地質柱状図から下部層の境界面の標高が読み取れ

るもの,あるいは,下部層が地表に露出している点)の原点か

らの距離と標高を求める.

(E)あらかじめ,二次元構造解析法力ミプログラムされ

ているパｰソナル･コソピュｰタヘこれらのデｰタを入

力し解析を実行する.

基盤構造解析の場合には,あらかじめ残差重力(ブｰ

ゲｰ重力異常から直線的な地方的傾向を取り除いたもの)を求
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第2図20万分の1重力団青森の概略と二次元構造解析用測線

及びフィルタｰ適用範囲(等値線間隔:5mga1).

H:高重力異常L:低重力異常

AO:青森市亘G:東岳HK:八甲田山SR:白神岳�
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館3図二次元構造解析プロファイル.
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つの成分が重たったものとなっている.通常,後者は微

弱で,前者が卓越している.この短波長成分の重力異常

を強調するため,二次微分法,移動平均法に基づく余剰

重力法など数多くのフィルタｰ法が提案されている.一

例として余剰重力法による解析結果を示す.

第4図はr青森｣重力図上の解折線について格子間隔

が500mの各格子点上の重力値(第2図の四角で囲まれた

範囲)を読み取り,あらかじめ余剰重力法のプログラム

されたパｰソナル･コソピュｰタヘ入力して,その結果

を図化したものである.浅部地下構造によるものと考え

られる波長の短い重力異常が多数抽出されている.

謝辞:20万分の1重力団r青森｣および｢秋田｣を出

版するに際し,青森県庁,秋田県庁,金属鉱業事業団,

新エネルギｰ･産業技術総合開発機構,石油資源開発株

式会社,帝国石油株式会社,日本鉱業株式会社,同和鉱

業株式会社,日東化学工業株式会社から貴重な重力デｰ

タの供与を得た.さらに,他の重力図の発刊に先カミけ,

数多くの調査機関から貴重た重力デｰタの供与を得た.

ここに,感謝の意を表する.
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第4図余剰重力団(等値線間隔:1mga1).

め,さらに,移動平均などによって深部地下構造に基づ

く波長の短い成分を取り除いておく.

一例として,既に発干uされているr青森｣地域重力囲

内の白神岳と東岳を結ぶ側線(第2図)の解析結果を第

3図に示す.

2)余剰重力の解析

一般に,地下深部の地質構造に基づく重力異常は長波

長成分に富み,地下浅部の地質構造に基づく重力異常は

短波長成分に富んだものとたる.重力図では,これら2
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